
令和８年５月２６日 

経済産業部経済課  

 

令和７年度せたがや産業創造プラットフォーム「SETAGAYA PORT」の実績報告について 

 

１ 主旨 

持続可能な地域経済の発展において、地域経済を活性化する新たな事業の創出や、

地域及び社会課題の解決に向けたソーシャルビジネスの推進、さらに今後の地域経済

を担う産業人材交流の促進を目的に実施しているせたがや産業創造プラットフォーム

「SETAGAYA PORT」について、令和７年度の実績を報告する。 

 

２ 事業について 

本プラットフォームの参加方法としては、情報取得は LINE 登録、プロジェクト参

加は Synergy!（シナジー）に、それぞれ登録することで、交流機会を創出し、 

①つながる場の機会を創出するプロジェクト「SETAGAYA PORT HUB」 

②地域・社会課題解決に向けた実践的なプロジェクト「SETAGAYA SOCIAL LABO」 

③産業交流の促進を図るプロジェクト「SETAGAYA NEW WAVE」 

の３つの柱を中心に、事業を展開している。 

 

≪イメージ≫ 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 事業概要及び実績 

（１）SETAGAYA PORT 登録者（以下、「PORT メンバー」という。）数 

  ①LINE 登録：7,537 名（令和７年度新規登録 836 名） 

   SETAGAYA PORT の取り組みやイベント、経済産業部の事業情報などの産業情報のア

ウトリーチ策として活用した。 

  ②Synergy!（シナジー）※ 登録者数：3,034 名（令和７年度新規登録 327 名） 

登録された年代や職業等の産業情報に加え、区で取り組みたい内容も登録可能。登

録情報をベースに事務局で分析・把握を行い、協働の方法や仕組みの検討等を行っ

た。※シナジーマーケティング株式会社による顧客管理システム 
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≪Synergy!（シナジー）登録者情報≫ 

内容 全体 令和７年度新規登録者 

年代 
２０代～３０代が約７０％ 

４０代～５０代が約２０％ 

２０代～３０代が約８０％ 

４０代～５０代が約１０％ 

主な属性 

ＩＴ・ＷＥＢ系（２７％） 

サービス系［小売飲食］（１１％） 

広告・マーケティング系（１１％） 

事務職（１９％） 

クリエイティブ系［デザイナー 

アート等］（１９％）  

学生（１８％） 

 

（２）「SETAGAYA PORT HUB（セタガヤ ポート ハブ）」 

     ビジネスで課題を持つ人と課題解決ができる人とのマッチングや交流促進を図る

プロジェクト。PORT メンバーとの面談を行い、新プロジェクトの立ち上げや PORT

メンバー同士の連携等のサポートを年間通じて行っている。 

 

【事例：BAR ニューウェーブ】 

    参加者同士の新たなビジネスや事業に繋がる交流促進を目的に、区内の飲食店等

を活用してカジュアルに参加できる交流会を定期開催した。令和７年度は引き続き

区内飲食店や場を運営する区内事業者とも連携を図り、開催場所のオーナー等に事

業紹介や、地域で取り組みたいことの共有、協業の促進を図った。（計１０回、合

計 250 名参加） 

 

 

 

 

 

 
   「やおやのファミリーレストラン」  「Marked池尻」（HOME/WORK VILLAGE 内店舗） 

 

（３）SETAGAYA SOCIAL LABO（セタガヤ ソーシャルラボ） 

    インクルーシブや自然環境など地域・社会課題解決に向けて、区内事業者やプロ

ボノ等と共に、様々なイベントやワークショップを年間通して実践している。 

 

【事例：体験型キャリアデザイン教室（７月１９日（土）14:00～16:30）】 

子どもたちが将来自分らしいキャリアを歩むための選択肢をより広く身近に考え

られる機会創出を目的に、「SHIMOKITA COLLEGE（シモキタカレッジ）」にて体験型

キャリアデザイン教室を実施。海外留学や学生起業、世界大会優勝など多様な経験

を持つ高校生・大学生・社会人の代表者３名によるトークと、代表者９名の体験型

ワークショップ等を行った。 

（参加者：世田谷区内在住・在学の小学生３６名/保護者２２名） 
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（４）SETAGAYA NEW WAVE（セタガヤ ニューウェーブ：３月１８日（水）18:00～20:45） 

   次世代の起業家やビジネスを応援する事業。 

事例：令和７年度は、新たな共創の創出を目的に世田谷を拠点に活動する実践者に

よるトークイベントや、SETAGAYA PORT で取り組んだ５つのプロジェクトの成果発表

を、北沢タウンホールにて開催。イベント終了後は登壇者も参加し、連携促進に向

けたアフター交流会も合わせて実施した。（参加者数約５０名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）その他プロジェクト 

①「NEW FEED, NEW LIFE. 〜世田谷の商いを魅力的にするインスタプロジェクト〜」

（ソーシャルマッチング事業「Seta Co Crea セタ・コ・クリエ」）（１２月～２月） 

   企業や大学等と SETAGAYA PORT が協働し、共に創ること（co crea＝共に創造す

る）を目的とした社会実験型の共創プロジェクト。 

令和７年度は、世田谷区内の事業者における情報発信の課題を背景に、Instagram

を活用した発信力の強化を目的とし、SETAGAYA PORT とワヴデザイン株式会社が連携

し、約３ヶ月間、区内３店舗とともに、各店舗の強みを活かしながら効果的なインス

タグラムの運用方法を、プロボノとともに構築する実践型プロジェクトを実施し、イ

ンスタグラム投稿に関する改善支援により、フォロワー数の増加や発信頻度の向上、

オンラインショップへのアクセス増加が実現した。 

また、店舗ごとのインスタグラムガイドラインを作成した。 
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② SETAGAYA WORK CONNECT（実証事業）（１０月６日（月）18:30～20:30） 

世田谷区内のコワーキングスペース間の連携を通じて、地域に根ざした新しい働き

方の創出と人的ネットワークの形成し、地域全体での働き方の選択肢の拡充や交流

機会の創出を目的としたプロジェクト「SETAGAYA WORK CONNECT」を立ち上げた。 

令和７年度の取組みとして、SETAGAYA PORT と、株式会社京王 SC クリエイション

が運営する京王井の頭線下北沢駅の高架下施設「ミカン下北」による下北沢エリア

で働く魅力を体験・発信する実験的プロジェクト「I am working in Shimokitazawa

（令和７年１０月６日～１０日の間）」との連携企画を実施。 

下北沢エリア内のコワーキングスペースの垣根を越えた連携の第一歩として、キ

ックオフイベントを開催した。 

イベントでは、下北沢エリアを中心とした 5 つのコワーキングスペースの施設情

報を掲載し、各施設のマネージャーがそれぞれの施設の特徴や利用環境、加えて

「I am working in Shimokitazawa」期間内での各コワーキングの連携事業（各コ

ワーキングのお試し利用等）が紹介され、エリア内での利用者同士の交流を促進す

る取組みがなされた。 

（参加団体数５団体、参加者数約４０名） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 香る外来植物ラボ（実証事業）（１月～３月） 

外来植物をただ駆除・廃棄するのではなく、資源として活用しながら、社会課

題への理解と新たな循環を構築に向けて大学で研究し、起業を目指す学生と公募

によるプロボノメンバーが連携協創し、2026 年１月から３月までの約３か月間、

外来植物を素材とした「お香」のプロトタイプ制作に取組む実践型プロジェクト

を行った。 

プロジェクトを経て、開発したプロトタイプやキービジュアル案等を発表する成

果報告会を実施した。（イベント参加者２１名：プロジェクトプロボノ参加８名） 
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４ プロジェクト後のアクション・声 

 （１）アクションの事例 

    ①エシカルマーケットへの写真撮影のプロボノ参加をきっかけに、マーケット終

了後、このマーケットに出店した事業者から自社のオンラインショップの商品

撮影の発注があり、仕事につながった。 

    ②BAR ニューウェーブ世田谷を通じて、ビジネスサポーターと繋がった方が、サ

ポーターと連携してワークショップ（クリスマスキャンドルアート）を開催し

た。 

 （２）プロジェクト参加の主な声 

・ 新しい視点・気づきがあった 

・ 普段の生活では関われない方と出会うことができた 

・ 将来やりたいことがあり、そのときの参考になった 

 

 

５ 事業の決算見込み額 

   ①事業運営委託料：28,407 千円、②イベント保険料：  62 千円 

 

 

６ 令和８年度の取組みについて 

   引き続き令和７年度の取り組みをベースに、各プロジェクトを推進していくととも

に、区の産業活性化拠点である「HOME/WORK VILLAGE」と連携し、地域経済を活性化

する新たな事業の実施や、地域及び社会課題の解決に向けたソーシャルビジネスの促

進・交流機会の創出等に取組み、地域経済を担う様々なステークホルダーを創出して

いく。 
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